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■光コヒーレンストモグラフィーを活用した 
成形・焼成プロセスの可視化························多々見純一・高橋　拓実	 247

■セラミックス焼結体の信頼性に及ぼす成形体の 
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　焼結は成形した粉体を加熱して複雑形状部品を製造するための基幹技術である．
また，セラミックス製造プロセスにおける最大の課題は，製品の強度信頼性と寸
法精度の保証と考える．セラミックスは脆性材料であるため，数十μmの大きさ
の表面傷や内部欠陥から破壊が生じる．これらの欠陥は，焼結中に空隙や気孔が
発生・成長することにより生じるため，製品の強度信頼性を向上するには，焼結
中の内部欠陥の発生と成長を理解し，それを抑制する原理を見出す必要がある．
本特集では，粒子充填の不均一性の階層構造が焼結にどのように影響するのか？
欠陥形成を抑制・制御する充填構造を提案できないか？粉体設計によって新たな
機能を付与するセラミックスの創出は出来ないか？というところにスポットを当
てて紹介する．� （特集担当委員：和田琢真・大熊　学・新田法生）
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